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１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
磐
田
市
中
泉

・
二
之
宮

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
四
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
磐
田
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
口
節
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
―

一
三
世
紀
、
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

御
殿

。
二
之
宮
遺
跡
は
磐
田
市
街
地
の
南
端
に
あ
り
、
磐
田
原
台
地
の
最
南

縁
部
で
あ
る
磐
田
市
中
泉

（御
殿
）
―
二
之
宮
に
位
置
す
る
。
遺
跡
の
南
側

に
は
、
「大
池
」
を
中
心
と
す

る
低
湿
地
帯
が
広
が
り
、
東
側

を

「今
之
浦
」
の
開
析
谷
が
、

西
側
を
遠
江
国
分
寺
跡
付
近
ま

で
開
析
す
る
久
保
川
に
挟
ま
れ

る
。
久
保
川
の
西
方
に
は
単
弁

Ｄ

蓮
華
文
軒
九
瓦
と
強
弁
蓮
華
文

磐

軒
九
瓦
が
出
上
し
た
古
代
寺
院

で
あ
る
大
宝
院
廃
寺
遺
跡
が
存

在
し
、
北
方
に
は
遠
江
国
分
僧
寺

。
尼
寺
が
造
営
さ
れ
る
。
本
遺
跡
は
標
高
二

―
六
ｍ
付
近
の
台
地
南
端
部
の
広
範
囲
に
広
が
り
、
遺
跡
範
囲
内
に
は
小
河
川

が
複
雑
に
流
れ
る
。
中
央
に
流
れ
る
谷
田
川
は
遺
跡
を
三
分
し
、
黒
色
粘
土
を

堆
積
す
る
深
い
埋
没
谷
を
形
成
し
て
い
る
。

御
殿

・
三
之
宮
遺
跡
は
弥
生
時
代
あ
る
い
は
奈
良
時
代
の
主
要
遺
跡
と
し
て

知
ら
れ
る
。
河
川
改
修
や
道
路
建
設
、
個
人
住
宅
な
ど
の
大
小
の
開
発
行
為
が

進
み
、
こ
れ
ま
で
に
三
九
件
に
も
及
ぶ
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
東
海

道
新
幹
線
南
側
の
第

一
次
調
査
地
点
で
は
、
地
名
を
記
し
た
人
点
の
本
簡
や
多

量
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
、
奈
良
時
代
の
国
府
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る

（本
誌
第
一
生
二
号
）。
ま
た
、
第
六
次
調
査
で
は
二
点
の
木
簡
と
祭
祀
遺

物
が

（本
誌
第
三
ハ号
）、
第
人
次
調
査
で
は
大
規
模
な
掘
立
柱
建
物
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
本
遺
跡
の
範
囲
に
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
将
軍
家
の
宿
泊
施
設
で

あ
る
中
泉
御
殿
や
、
遠
江
の
天
領
を
管
理
し
た
中
泉
陣
屋

（代
官
所
）
も
置
か

れ
て
い
る
。

本
調
査
地
点
は
、
第
人
次
調
査
地
点
の
南
方

一
〇
〇
ｍ
付
近
に
あ
た
り
、
谷

田
川
に
よ
っ
て
開
析
さ
れ
た
谷
部
の
西
際
の
地
形
変
換
点
に
あ
た
る
。
黒
色
粘

土
が
東
側
に
向
か
っ
て
厚
く
堆
積
ｔ
て
お
け
、
同
層
中
よ
り
弥
生
時
代
中
期
―

鎌
倉
時
代
の
遺
物
が
出
土
す
る
。
特
に
中
位
か
ら
は
六
世
紀
前
半
―
中
期
の
遺

物
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
以
降
の
遺
物
は
希
薄

で
あ
る
。
木
簡
は
谷
部
に
堆
積
し
た
黒
色
粘
土
層
よ
り
単
独
で
出
土
し
て
い
る
。

共
伴
遺
物
は
な
い
も
の
の
、
奈
良
時
代
初
期
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
可
能
性
も



1996年出上の木簡

あ
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
　
而
　
□
　
祀
□

上
下
両
端
は
折
損
し
、
文
字
の
摩
減
も
い
ち
じ
る
し
く
、
墨
痕
も
消
失
し
て

い
る
。
文
字
は
表
面
に
残
さ
れ
た
凹
凸
に
よ
っ
て
、
四
字
が
観
察
で
き
る
。
こ

の
う
ち
判
読
可
能
な
文
字
は

一
字
目
の

「
而
」
と
三
年
目
の

「
祀
」
の
二
字
で
、

四
字
目
も

「而
」
と
読
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
二
字
日
は
偏
部

（人
偏
ヵ
）
を

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
字
の
間
隔
か
ら
み
て
元
来
は
六
文
字
が
配
さ
れ

て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

磐
田
市
教
育
委
員
会

『御
殿

。
二
之
宮
遺
跡
　
第
二
人

・
三
三

。
三
四
次
発

掘
調
査
報
告
書
』
盆

九
九
七
年
）

（佐
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節
司
）
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